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序文

半田古墳群iiU,f和臼年1こ宅地関発に伴う事前協議が行われ昭和56年立月に至って発掘調査に

かかり本年調査毅告書の刊行に歪ることになりました．

今回の文化財事業においては宗像市の体綱が不十分であるがために福岡県教育委員会の酒井

仁夫主任技師をはじめと十る方々には大変なご努力を強いてしまい、ここに感謝の念が現わす

とともに当市文化財行政の対応，，遅れを強く反省する次第です．調査において出土した多くの

文化遺産"允分な管理保存を行い将来建設される資料館において展示公開活用し．狙先の残し

た歴史的敦材を現代に活かし｀さらに子孫に織承してゆく所存であります．

最後に免掘調査において内外の方々の参加、ご協力に厚く鋼礼申しあげます，

昭和58年3月31日

宗像市教育委員会

教育長 竹原 瑛
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例 言

1. こ"鍼告"'お宗像市大字土穴における民間主地開発事業に先んじて実施した発掘調査の結

果を記録している。

2. 調査"'ヽザマ地所抹式会社の委託と受けて．昭和邸年度には発掘事叢を、昭和57年度には

整理及び報告弁刊行事業を宗像市教育委員会が実崖した．

3. 調査"漏岡県教育委員会の援助を受けた．

4. 本報告l!Jに掲載した写真のうち遺跡・遺構"各諷丘担当者が．遺物は九州歴史資料館の石

丸洋氏が撮影した．

5. 遺物の実潤1土涵井と須山富子氏が、浄書"豊饂弥生氏があたった．

6. 本書の執筆と編集1が酒井が担当した．
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ー は じ め に

附和54年6月．幅寿建設土菓株式会社より福闘県環祝保全条例に基づく9伯蒲協議丼が県に対

し提出された．宗像市（当峙末像郡宗像町）大字須恵．上大、平等寺にまたがる約1a,.oooo1
の宅地閲発行為であった。給面積中の92%までが山林であり．周辺の遺跡分布状況から鑑みて．

古墳の所在が子iliJされた．

同年中に分布綱査．山林伐採後の再調査を実濾し、 14ャ所に古墳が散在すると維定され、調

査期間及び調査費用について協議し、宗像町教育委員会が鯛査主体となることで合意した．

岡年秋、これらの古墳群"丘陵頂部の尾根線上に立地していたため、伐採後の防火帯設置:C

事に伴って多くが破壌されたことは残念であった。

昭和邸年7月20日、工事施主が罐々の理由により厖封建設から9 ザヽマ1t1!所株式会社に変更さ

れ．同年12月1日から翌57年2月町日まで発掘調査を実施した．また57年度に"遺物整理を行

い、本書の刊行となった．

調査の悶係者は次の通りである．

宗像市教育委員会総 括

庶務会計

敦育畏

社会敦責襲々長

社会教育霞祖

同

同

主事

主事

調査揖当 福岡県教育委員会 文化譴主圧技師

同

同

竹原

紐

呻

5
原

証

紅

和

填

俊次

功

隆文・ 立石

俊

仁夫・副島

裕弘./II述

修・伊崎

実

邦弘

昭人

俊秋

なお、問組現地事務所の方々には物心両面にわたる種々の援助を賜わった。記して謝意を表

しますっ

発掘調査参加者

宮田寿喜•西川慎一郎・梶谷清助・船越鉄也•清家庄市・田辺和男・香月勇• 井上光次•石

田正年・富野三鶉・石田喜代子・桜井順美・倉田千代香・花田ボ江・梶谷久'f-• 井上八重子・

梶谷タツェ・森クケ子・法泉順子•井上＝三子・林和子・越智美知子・梶谷友代・麻生千賛子

参加学生

赤司善彦（明治大学）

内智久（編岡教育大学）

・斎藤膊明・前田修·楕野亮司•荒"'理・麻生淳之（福岡大学）•宮
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第1國周辺遭躊分布図 (1/勾,000)
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II 
位置 と 環境

宗像ヽ 0内に所在十るolJI群の発掘調査1雄罪141年の東郊，,,1t群の調丘が嘔矢であり．その後
三郎丸古墳群、城ヶ谷占禎群．稲元~.J/1群、 •I•松元l,JQ群．打1原/;J/¥群．久戸li'l1群．百Ill古

収群．浦谷占墳群と継続L.'Fall,瑣群へと至っている。その後も朝●1111, ""'墳群，大穂町古

1/t群，，調査と連綿として絞行されている。それら，，内容及び相瓦間の歴史的関連については各

々の親告由を参照されたい。こごでは城山南瓦麓に分布する古収群について若干記してみたい。

城山は標高317.4mを最高所とし、遠賀邸との祝をなしている、中世には宗1象氏が許斐山城

からこの地に本城を移したことからこの山名が命された。この山麓の標麻印~liOmlこかけて、

100余品の古墳が群集する。それらは東から三郎丸占1/t群・城9谷古瑣群、平芍寺(A)占瑣群、

平等寺B・C11句原古墳群）半田古lJI群に区分されるが｀地形や歴史的変遷をふまえた細区分

が必要であろう．

半田古1/t群はこれら古墳群の西瑞lこ位置し、 20余基が群在している。今回調査Lた12品の古

墳はこれらの中でも西端1こ占地するものであな東側には現在都i加t画道跨や学校"這設が予

定されてお瓜近年中に大半が発掘調査され．その後消滅する運命にある。その際に群内容を

詳細に検討して、群構造の解明を期してもらいたい。

なお半田古墳群の西側に山田川を挟んで広がる丘駿地には6世紀から 8世紀にかけての占窯

跡群が分布しており、これら窯と＂盆要供給関係の究明も必須である．

ill 古墳群の調査

調査区内の丘陵間には数,,.谷が銭まれているが．古墳は全て丘陵頂部や尾根線上に分布して

おり、地形上A~Dの4支群に分類した．

ー A群の調査

南西方向から大きく入り込む谷に南面する丘陵頭部に独立して一基が占地する．なお｀この

A-1号墳の東北方に約70m離れた丘陵頂郷付近に石材が散乱十る個所があり。古墳がさらに

1基存在した可能性もあるが、防火帯付設のために重機によって攪乱を受けており、探索調査

したものの、実体は不明であった。
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A-1号壇（第3•• 図．図版3)

北洒Ji向に開uする単室の横穴式石室である．墳丘．石室兵1こ皆滅的な破壊を受けていた．

長さ 4.6m、巾 4.0mの方ll<llilり方中に玄門石抜き穴と恨石を残し、その間に水平（標高52.

75m)に4枚の石を敷いていた．この敷石NIIこよって．玄門幅は l.2mlllであったと推定され

る．床面はュンポーによって大きく掘り抜かれていた．

墓道は掘り方床菌より約'""高く,6.1 m伸びていた。

•II 
／
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第3liil A-1号墳々丘実潤!ll(l/200) 

-•-

_J 



- .. =-:. → "'-..  ~---~--=ニ＝＝二．＝＝
U,m . -― -ニニ―

「---------
＇ 

i 1:1 

! I 
11 

e』

n, 臣

゜
... 

第4図 A-1号墳石室実潤図 (I/60) -5-

・
ー
ー
ー
ー
！
！
’
，
9
9
ー'!!,＇；

t

--1 
‘ ~ ↓ 



• 

2 B群の調査

調査区東蟷ヽ9南東から北西に伸びるIi.絞．ヒに 5基の山墳が分布する．南東端1之標高61.0mと

調企区中の址晶所であり、 B-1l; 墳が占地する．

B-1号墳

墳丘（第5図．図版5)

南半から東半にかけては大規模な破壊を受けていた。墳丘の前面は込な斜面になっており｀

墓道端から墳ll(まで4.5mの淋差がある。

石室（第6図．図版5-3)

玄室の奥半が皆滅していたが｀掘り方の残窮から西側の谷頭方向に開く長さ 6.3mの複室横

穴式石室であったと推定される．

--. --ー。 10m 

第5図 B-1号墳々丘実測図 (I/200) 
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玄室の床面にlilO~ISao大のl'I礫が敷かれている,Ill! 壁liJ!P'I脇の石材を残すのみであった。

腰石""'面から-と低く横長の石材を用いており．その上に,-s段架されて天JIに至っ
ていたと推定される．

玄門から羨道部にかけての石Iオ"よく残っており、天井石も3枚残っていた。玄門"床面か

らの高さ約1mの往状石を用いており｀天井石との開1こ楔状石が］段嵌められている。玄SI問

の床面に112饂所の支切り石が敷かれている．玄e1J111から羨道部にかけての床面"傾斜し．羨

道外端では玄室よリ約'°"高まっている．義道112.Sm伸び．腐壁には玄室の用材より一嗣り

Iヽ最り""材を用いている。天井の架されない羨邁外半の側壁用材1エ墳丘盛土中に嵌め込まれ

ている。床面には玄室床面敷石と同大の濃を敷,.ている。

出土遺物

玄室と羨道の敷石上から須恵器杯

蓋1点（第8図1) と鉄雄・ Jl子が

散乱して出士した。裏道から若干の

須恵器(9).土師器(12)が、墳丘か

らは多くの須恵器 (2~8•10•11

第 9 図13•14) が出土した．

武（第1図-,_., 

鉄線 (1~8) 知慎践北全て片丸

造り柳葉式で．刃部幅6nの細造り

のもの(I)と.10..,とやや広く箆被

との境に段部を有するもの(2~4)

とがある。広根鏃1士円頭式(7)と方

頭斧洒式(8) を含む•

工具（第1図-9)

Jl子 茎部のみである。断面長方形で．端部は丸い．

須患繕（第8・9図．図版13)

因

r C二］
。
~

San 

第7図 B-1号墳出士鉄器実ill図 (l/2)

蓋杯 (1~3) Iの蓋は玄室床iliiの出土品であり、当古墳の最終埋葬時と示すものであろう．

身受けのかえりは口緑嬬部より内側に入る。天井頂部を欠くか、偏平なボクン状ツマミが付さ

れていた可能性もある."径13.な.. 2と3はセットである．蓋の口縁端部内鋼1こ軽い段部を

有する。身の立ちあがりは内傾L.端部は丸い．葦・身共に胎土中に微繍な砂を含み、焼き上

りは硬質である. 2 の口径は11.3~。 3 の口径は•-•~-

壼 (4-6) 4の脚付蓋は球形の胴部をもち最大胴部位1こ謳剌突紋を配し．胴下半部をカキ

-8-
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バ舅整Lている．脚郎Iiうッパ状に大きく鳴き、端部を紅立させている。 5"11該部は薄平で

II絃郎の貼Hけ凸帯Iiョコ＋デ遵整で稜"い出している,1'1'15.6<園. 6は小持ち壺M・で、

•)• 空の段階で鋭壺1こ捐オサエで"り付け．その後旺部に砧,,をつめている．

高杯 '7~9) 7•BJ>に長脚であるが．透しを持たない．杯駈部から脚部にかけてはカキ

9調整を施している. 91よ高杯の蓋である．頂部には大きなポタン状o/マミを持ち、天片謡1こ

"'、

" 

、.

. ft 
、・;;・ ."•~a:.• ' > 

。
如

第9図 B-1 号墳出土須恵器炎測［埠~(I/4l
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カキメの Lから 1入」状の刺突紋を続らしている。身受けのかえりは太く．嬬郎11丸い．

聰 10) 浪郎は長く、外面に波状紋を配してし・る.w秘郎1士頸部からさらに外反させ、端部11

方形である．球体部の最大胴郎位から下は全てヘラケズ，｝調整である,IH● 14. 汝口器漏16.7

C園•

器台111) 脚郎のみである。方形と三角形の三段透しを交互に各2個所配している．下段逍し

の上下に 3条よリなる沈線を蜆らし、その間に波状紋を錨いている．脚端郎"やや立ち気味で

ある．焼き上'"軟質なため．器壁が剥落し．磨託している．脚端径お.lru.

甕（第 9固13•14) l3の"縁端部は鋭く三角形に立ら上る。胴部外面はカキ 9調整、内面"

細かな肯海波叩きである・"""絃部を欠央してiヽか胴部中央が最も脹る．外面は平行.,,き

の上から部分的にカキメ調整し、内面には細かな冑海波""きである．

上師器 1第8図ー12)

高杯杯部のみであな全体に肉厚で、口緑部を僅かに外反させている。内面Iiミガ知外画

の体部は横方向の 9ヽ ケメ、底部は縦方向のハケ 9調整である。

8-2号墳

＼ 

・第10図 B-2号墳々丘実調図 (I/>JO) 
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頃丘（第1潤）

lサ噴の北東側約""""丘陵按部よりやや南西"斜面に布・9て位置する．墳丘の盛土はまっ

た0曳仔せず、地山の削り出しによって、東..l0.5m、南北ll.5mのIS/J!Iこなると息われる．

石室［第6図．図版●）

南西に関1、9する11這国の積穴式石室であるが．石材は玄室の膿石と恨石を残すのみであ.,た．

奥璧は一枚の鏡石を立てて構築されている.1111壁は両1111とも各3饂の膿石を用いているが、そ

のうち向って右1111で2個、左測で1鯛を残すのみである．玄門11両側とも掘り抜かれ．掘り方

と恨石を残すのみである。玄門の外端には1'1'1幅いっばいの文切り石が置かれている．玄奎か

ら玄門部にかけては10-lSa,大の平坦な礫を敷いている。

出土遣物［第11~15図）

出土状況（第lJ図．固版•- 2) 

墳丘及び石室が壕滅的な破蟻と受けていたにもかかわらず．玄室の床面からは11J葬品がオ'，

ジナ 9いな状況で置かれていた（少なくとい蚊訊埋葬時の）．鉄Jl5振りのうち.,,、Jl3振'"玄

室中央にあり、そのうち l振りは玄室主軸に対して横方向に.Ill!の2振りは茎を合わせて斜め

方向に置かれていた.cJ;:J]j振りは左IIIJ壁闘に主輪とほぽ平行に、また小Jll振りは玄室中央

よりややぷ側に主軸とほぽ平行に量かれていた。岡者とt茎"玄l'l側である．

装鰤品及び鉄鐵・Jl子は床面全体にバラついていた。

c@@  
a:, <ct) 四
1' 

c..' 
R'8. 
og5 
og. 
。

◎
 -@ー
◎
'
匂
3an 

@＇①． 
R'一且
lO

第12図 B-2号墳出土装身貝実瓢図 (I/1) 

器種 材質 色 径 高 図

1 Iヽヽ玉 がテス u, ブ← 5.0 2.2 l 

2 ” ． 
． ,., 2.5 ， 

3 ． 4.8 ,., ' • ． 4.2 3.6 ． 
• ． ヽ 5.0 ,., 5 

曇糧 材質 色 雀 高 図． 小玉 ガラス m 企 5.8 4.4 6 
1 鼻 ． 紺 4.9 3.6 7 

8 鼻 ． ． 7.5 6.7 6 

， 丸玉 ” 縁 10.0 19.2 ， 
10 ． ． ＂ 13.l 

,., JO 
第1表 B-2 号培1ff十下類計測表（単位•l
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須息器i,h身が床面から．杯蓋力＂迂攪乱土中から出上 Lた．

纏身具（第12図）

ガラス小玉9側とガラス丸玉2饂．耳環 1である．

1~611明るいライトプ・レ一色を呈L, 7·8 ヽ9紺色に発色 L ている。 9• 10は大きな丸玉

で、明るい緑色である．

耳環"環t絃2.5a、断面径3-5皿の編味の金鋼貼りで、一部腐喰している，
武譜（第13,14頃）

鉄饂（第13図） 繍根鰈中には刃瑯形状が片丸造り柳葉式 11~3)、方頭斧箭式 (4~6)

と円頭式がある。..,完形で全長12.7m、})郎幅i.,匹であり．箆彼の断面は長方形、茎のそ
れは円形である。広桟鰈は 2点共 (8• 9) 定角式であるが、"'刃郎が丸味を持ち• 最大幅

口

u2 3 
〶 ー一 戸 ，

圏--:Vi'~(.j) 

こ u
゜

にこ
• , 11 

ー一ー ー 5

第13図 8-2号墳出土鉄器実潤図① (1/2) 
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o 鉄刀 1第14図）

I ~ lヽヽ刀<II!り、大刀 I

飯りである。,_,

は肉関平造9の小JJ

で｀全て把IJ金物が
＇ ， 

t D 

..., 

20cm 

や
5
日

は,.omと広い. 9 
は}J部か訊線状で、

給人紺,,,.,~であ

る．

付されている。 21i

鞘及び把の木質が観

察される, 1•2• 

4のJJ背部先端から

錯にかけての平面形

は剣状に左む対祢形
• 

に膨らむ．刃部断面

は蛤刃状の肉は持た

ず、二等辺三角形状

である．目釘は各l

本．各JJの計測値1文．

1 刃部長22.&町

刃部輻3.lm,茎長

6.2 m. 2. 刃部長

28.0m、刃部蝙 3.5

=• 茎長11.lm、3
：刃部長33.Bm、刃

郎幅2.6m,茎長,o
，m, 4: 刃部長“
.....、刃部編2.5m,

茎長8.2mである．

5の大JJI>平造9

で．細身の直刀であ

る。背関1埠軽いカー

第14図 B-2号墳出士鉄騒実測図② (1/4) 
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和・ たはあまり膨らみを持たない。刃郎長58.年，

: :-:~:: こ；茎長16.lm, こ=〗□□〕
刀子が●本分出土したが完形品はない。肥口金物は11・

闊:·~芯ご':::~!~~~:し；::~~~ □］こニジ＞
観察される．

須恵器（第16図）

蓋杯である、 1の蓋は天井部が丸く、広くヘ・ラケズ9し

ている．口繰端部は太く．丸い• ロ径1a.,~、弱高•-•~·

2 の身は立ち上りが細く．体部も薄手である• ロ径12.な..

．
 

, .... 
第l5図 8-2号墳出土須恵器

実測図 (l/3)

A
 

0
し》

篤16llll B-3・ • 号墳々丘実lllliil(l/200) 
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器高 ,.1~. r•i者共に灰黒色か,,熱色を且し、胎 1,中に多くの紗位を含んでいる。焼1£11碩質

の L•, である．

B-3号墳

墳丘（第16図）

B21}墳から約 9.Sm北東側"'註郎（部に占地し、さらに 9.Sm 東北側の一段下—•た決い丘

随の北端駁部に 5 号墳が位置している，墳丘の盛土は皆滅的な破壊を受けて、ま—9 たく残して

いない地山の削り出し範囲は南北10.2m、東西8.lmの惰円形を呈している。

石室（第17図）

東洒 3.6m、南北 2.9mの隅丸力形の掘り方•J•Iこ築かれた、函側に開口する!Ji室の横穴式石
室である。奥壁li2 枚．側壁は左右各 4枚の屡石を用いている。奥望には横幅,~皿崩後．床面

からの高さ印-前後の石材を用いているものの．側壁の矮石は玄門側に向うにつれ,J准!'lにな

り、床面からの高さは!O<mにも充たなくなる,IJII壁"平面プランはやや中膨らみしており、床

面には10-1恥n大の平状角礫を敷1ヽ ている．玄門には柱状にならない偏平な石材を用1・ており．

その r•r幅如の間に．閉塞石基盤石と思える石けが若干残っていた。なお、紅道は認められな

かった．

出士遺物（第11・18・19)

尋

。 "" 
第17図 B-3・,,,_項石室実測図 (I/60) 
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出土状況（第II囚）

"'m-""北飼1拷ト・カ・ら広り,,,鉄饂カ・政＊づつまとま・て、 1'1'1と,,こ9 一十一部分に島I\カ•隧

かれていた 南側堅,,,,央部から 1よ躙叫•と JJ(・カ・密集 L て HI.le した、£●"・'"●,, 澳 'i'全体

に敗布し．尖 l悦側から出.t した大Jlカ・破片でしかなか・・たことから、追炸•I"攪 !lがあったと

悲われる．

装身具（第18図）

ガラス,,ヽ玉""'(1~29)、水晶製切ー（-玉 l観(30)、水品製勾玉""(31)、碧"'製管玉3嗣

、＼

2
 

@'  
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に二ニ〗］
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第直 B-3号墳出土鉄器実瀾図 (I/2) 
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132~34)、土製管玉5鯛 (35~39), 土製切子玉 2 饂（船 •41) 、土製ヽト（丸）王四3錮（心

～匹）が出士した。ガラス小玉はライトプルーからライトグリ＿ンに発色した透明度の轟い

もの (1~14) と繍色の透明度の低い鉛ガラス (15~29)とがあり、後者の方が大きい．土霰

切子玉は水晶暫島によく見られるような稜をきっちりと作り出している．土穀か）•（丸）玉は非

常に敷多く、はっきり,)ヽ玉と認められるもの（心）から丸玉と認められるもの（叩~5'!)を含め．

大半がその中間形をなしている。製法は 1鯛 1鯛丸めてT寧に表面と磨いているが．続成時に

数饂まとめて串刺しにして続いており、玉間の接面は饒成不良か．密着している．

耳環（以~57) 54と55讐 56と57がセットをなすと考えられる．嗣者は金鯛襲で、金箔が"ぼ

完存していを環径2.4m。後者は箔をまった<残さなぃ鋼心＂み，，ある●

武器（第19llill~7)

鑑 (l~S) lは12本の片丸造9柳葉葉式縞根鎌が銹て密着したものである。刃部から箆被

にかけては全てSm前後、全長は12.公m~13.7mである．茎には矢柄とその上に巻かれた樹皮

が霞素される。広根鰈には斧箭式(2) と定角式(3)、変形定角式 (4•5) とがある，茎には

矢柄とその上に巻いた樹皮とがいづれも認められるが.5の茎下端綿には繊維が鐵察され、繊

維で茎を巻いてから、矢柄に差込んだと考えられる.2は完形品で全長11.!k鵡、刃部最大幅3.

3m, 5は全長11.知、刃郎最大幅3.8m,

大JJ(6•7) i, と茎錦のみが出土した．刃部の断面..蛤刃状にやや膨らむ．茎には2儲所

の目釘穴があり、かなりの畏JJであったと思われる．

工具 (8)

JJ子 刃部中央を欠損するが｀編味の直刃で..は僅かに反り気味である．茎とJJ身峰郷に把と

鞘の木質が付着している．なお把と茎の中間には繊維（撚りは見えない）が鐵嚢される．

馬具 (9•10)

91土素環の鏑飯で一対出土した．環径は7.0X 6.0mの楕1'1形である。立聞"蝙3.9mで`

頂繹は丸隊を持つ。鑢板には小嘱を取り付けてから.,手あるいは街を連係させている,101太鉄

賽2表 B-3号墳出士玉類計瀾表

•• ＂賓 色 覺 ． 璽 •• ... e 霧 寓 璽

＇ 
小玉... 9イトブル , .• ,., • ・小玉 ..  ヌ ダf-:;; ••• ,., ． 
' 

鼻 • • , .. ,., ， ” ． ． ブー .. , ,., " ' 
． ． ． ．ヽ． ふ3 ， ll ． ． ． 、.. ,., n 
' 

鼻 ． .,,,~ ダ~-:., , .• U ． 
“ 
． ． ダ,_ン u , .• .. 

． • ． ． .ヽ. ,., • " ． ． ． u ,., " 6 鼻 ． ． ••• u ． u ． ． .,, M ., 9● 
1 ． ． 9イ..~ ← .. , 1' 

＇ “ 
． 鼻 -••• , .. 廷

． ． 鼻 ••• u ． " ． ． • ．、 , .• 
“ 
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纏纏 材贄 色 ． ． 図 ● 櫨 H賃 ． 渥 ． 図
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● 種 "質 ． 穫 ． 図 ● 檜 U 賃 色

＂ 
． 図
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lll!鋲留め金具で、菱形r本部の頂部にたぶん小鋲2111を打った立間を付している．
なお、兵庫鎖一遍が共伴Lているが，銹が甚しく，計測不能であった。

B-4号墳

墳丘（第16図）

B3号墳の東に接した丘陵斜面に台池する．墳丘盛士はまったく認められず、地山の削り出

しによって経4m前後の小円墳ではなかったかと推定される．

石室（第l7llil,図版7-2)

東西 2.2m+•. 南北 1.6mの隅丸方形の掘り方中に築かれた、南西方向に闇口する単室の

横穴式石室である．なお、玄門部から羨道部にかけては破嬢されている。奥璧IU枚．左憫璧

には3枚の襲石を用いており、右1111壁は奥璧側で1枚残すのみである．床面の奥暢110.65m、

奥行きは 1.6mを残す小石室である．石材には蛙化木を多用している．

出土遣物

出土品は皆無である．

B-5号墳

ー

。

---ーニご―• 10m 

鄭 flll B-5 号墳•Ji実翼図 (1/200)
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" 
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積丘（第傘）

B-3号墳の乗る丘佼＂国から北直方向に一段（比涵差約 2ml下・9た［：駿鞍部北函端に占

地する。

墳丘は皆滅的破蟻を受けて残存しなかったが、地山の削り出しによ・9て東西J9m、南北15m

の惰円形のIS墳であり、尾恨を切る部分では外側にJ肩溝がめぐる。

石室（第22図．図坂7-3)

東西 4.8m• 南北3.5mの長方形掘り方中に築かれた、西に開口する単室の積穴式石室であ

る。奥壁は横幅約 1.3m,床函からの最高位'°"'の板石と詰め石的にヽJ,板石を立てて順石とし

ていが西鱒

壁は各々 3枚

の謹石を111い

ており、その

頂部は床面か

らの高さを60

m前後にそろ

ぇ｀目地を通

している。そ

の上3-4段

の用材は小振

りである．床

面には1か 15

m大，，角簾を

敷いている。

玄l"lから羨

道1こかけては

天井石2枚が

残っていた、＇

玄l"l部は柱状

石の上に 1段

積んで天井を

架している．

羨道部の用石

は玄室のそれ

_
＿
_
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
ニ
ー
，
~

£
9
 

9

1

 

篤21図

□

刈

Um  

V-1--

ー
B-5号墳石室実1111図 (I/00) 

-25-

• 三



に比べて桟石から頭却内であり、 ,.iヒ木と多月1する点でJi.室"石材と""している。なお，

天井部まで"床面からl.OOmあり、 Ji.I"!部より，ふ国高くな・ベじる．床函には立奎"'''様に

敷石されている，

閉塞1文本来基盤石の.1-.1こ椒状石2枚を立てて行っていたであろうが、兌掘時には内側"倒れ

込んでいた，

集道は石主主軸と平行に4.Sm伸び，丘陵斜面に消えている，

出土遺物（第22---凶図）

出土状況

玄奎床面から置かな須恵器と鉄器、そして土玉を主と Lた玉類が出士した。敷石の状況から

して、玄室門左側壁下と炭道部が乱れており．追葬時及び盗掘時の破壌は考慮されるぺきでは

あろう．

装身具（第23図）

t/ ラス ,jヽ玉 3 個 (1~3) は全て紺色に亮色した鉛ガラスである．土玉""個<•-• •13 

-48)あり、径,,,.0-10.2-、高さは5.9-11.0..までさまざまである。'"阿頭と戴した

紡錘形を呈するが＊中央に軽い稜をもった滑石閃品で．全長,.,~. 巌大幅0.6mの玉である．

管玉 (10-12) は全て碧上製であり．、卜品 (IO• U) と大品(12)とがあななお、小品"風

化が甚しい．

武器（第磁図J

鎌 (1~5) 全て繍根鎌である。片丸造り柳稟式(ll と片刃式 (2• 3)、三角形式 (4

• 5)があるが．西丸造り三角形式のうち 41む逆刺を持っている．

工具（第お図）

刀子 (6)

◎
’
 
[D I 

＠，冠，

◎
'
皿

茎部は鹿角にすっかり被われている。把の長さは6.2m,幅2.000であり、茎

冒．
⑲
)
＇
 

@
g
 R’ 

og ⑥
'
 

◎

5
 

R
g
 

◎
◎
 

口
O・ 3an 

第22図 B-6号墳出土装身具実瓢図 (l/1)
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難撞 M質 色 径 高；図 器帷 M質 色 径 高 '" ， ,1. 1, ガラス 爾 ,., u ， 
" 
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'° 管玉 碧玉 .. u 16.6+Q lヽ9 紅 ． ,., ,., 
" • 

． 白 ... 15心
" " ” '・" 

,., 
" ＂ ほ ,., 2l.9 " 孜i '・' ;., 
" 丸玉 土製 灰 " ••• " ． ,., ,., 
" • ． 10.2 ,., ., ． ,., ,_, 
" ． 

” 
,., ,., 39 ,., •. , 

" 
,., ,., 鉛 ． ,_, ,., 

＂ " S+o " ． ,., .. , 
9● 
” ” ． 
,., ,.. 

" “ 
,., 6.9 
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第3表 8-5号墳出上玉頷計測表（単位m)

の状態は不明諌ではあるが断面長方形を

呈すると思われる。刀身の断面は膨らみ

をもたない二等辺三角形であり、鞘木質

が付着している。但し鞘木目は刀身に対

して斜行している点が注目される。

須患器（第24図）

玄室床面から杯蓋l点が出土した．天

井部は平坦で．口縁端部内側に軽い稜を

有する．口径13.0em.器高 3.8 匹•

三
● 10an 
I " " , I 

第24図 8-5号墳出土須恵器

実測図 (1/J)
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第23図 B-5号墳出土鉄器実測図 (l/2)
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3 C群の調査

B群の谷を挟んだ西側丘綾に立馳する古墳群である。基本的にはC-1号墳とc-,号墳の
2基より構成され、 2及び3号墳が1号墳に付属する。なお、 A-I号墳はその立地条件から

して当群中古墳と関遵付けるぺきかもしれない．

算公!!II C-1~3号墳々丘実測図 Cl/200)

-28-



C-1号墳

墳Ji(第お図）

積丘盛上函半"

調査着手前に域滅

していたが．東半

は慄高珀.40mを

最高所と Lて残存

していた。その状

況から、 11!酉18m、

南北14mの"'墳で

はないかと想定さ

れもなお北側墳

丘携にはC-2号

及びC-3号墳が

所在した．当1号

墳と 3号墳々丘と

の築造前後関係を

探査するための小

トレンチを設けた

ところ、 1号墳に

後れて 3号墳が築

かれたと躊認され

た。なお、 2号墳

との関係について

は不明である。

石室（第26図．

図版8)

南北4m.東酉

6.5 mの長方形掘

り方中に構築され

た．西方向に開口

する単室の横穴式

石室である。玄室

，
 

e83JI 
＇ ~ 三

第茄図

，
 

文I+-

/ C-1号墳石室実瀾図 (1/60)

。

2m 
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を構成する各幣の騰石"'桓旬からの高さ30-如と極めて低いのが

特徴的である...飼壁"二段目の石＂まで残しており、 1段目及び

2段目上面の目地'"えぽ水平に通っている・*面に1110-1和"'角

瓢か敷かれているが、*"'"潤査開始前の工事で破蟻されていた、

玄室の奥行きは3.3m、幅1文中央がやや膨り 2.3mである。

玄門及び羨遵の順石"玄室のそれより"床面より高い..ンまり玄

室を構成する欝は111材の長さを主んじ、玄門羨追,,場合は高さを

主んじている。羨道の床面に"奥半を玄室と同様の角膿を用いて敷

き、繭半は板状石を敷いて、そのまま閉塞石の基礎としている。

墓道は掘り方中央から伸び、石室中輪よりは北の谷方向へ広がっ

ている．

出土遺物（第刃~31、図版 8-3•14•15)

0 • 血

第勾図

C-l号墳出上鉄器

尖測図 (l/l) 

石室内"蟻誠的な蔽蟻を受けていたため、鉄鏃が僅かに出土したにすぎない。墓道からは追

葬に際して擾き出された須恵踏・上鈍器（第四図一 1~5• 7• IO•ll• 13• 第29図）が出七

L 、墳丘振部から若干の須息器（第28図~6• 8• 9・l2)が出土Lたが｀基道北圃の墳丘下

には多量の須患器が供献されたままの状態で発見されたのは特徴的である（図阪8-3)。

武器（第勿図）

鉄鏃広根鏃の刃部2本が出土した. lit方頭斧箭式、 2は再丸造り撓策形式で、逆刺が左働l

に造り出されている．

須恵器（第28図~31図、図版14•15)

第28•29図の土器"墳丘裾部及び墓道埋土中の出土品であり．第., . 31図Ii墳丘盛土下の一

話出土品である．

蓋杯（第28図ー 1~3、第31図-17-27) 1は口縁部が直立し、嬌部は丸い。天井部のヘラ

ヶズリは緯であり、胎上中に砂粒が多い。 2の立ち上がりは太く．蟷部は丸い。 3は小形の身

で．立ち上がりは断面三角形で、端部は直立する。 l7~21の壼は口径13.4~14.加nあり、口縁

端部内側に軽い段部や稜をもつ。天井部のヘラケズリはT寧である。 22~28の身のうち23~茄

•2811立ち上りが長く、高さ i,1.4-1.5~/i,り、直線的に内傾する．端部はいづれも長い。

ヘラケズリはいづれも丁寧である。蓋・身共に刻まれたヘラ記号はX状であり、共通している．

婉(<) 体部中央に軽い稜をもっている．口緑鑓I江く丸ぃ．底部のヘラケズ9は雑で，胎

土中に砂粒を多く含む点は, Iの杯肇と類似している。

高杯 (5) 短脚で裾部に三角凸帯を巡らしている。

培 (6• 7•31•32) 31と32はセットであり・｀重ね焼きしている。いづれも薄手に仕上げて

おり喩胎士も密である；

_., 一

i ー・』
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第力図 C-1号墳出土須恵器実測図① (l/3) 
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器台 (8) 全体に醍質の焼き上りであるが、焼き歪み LLている。器肉"均ーで、い緑磁郎

下に下凸帯を巡らしてじる。休郎かり騨部にか"ては飯条＂沈線をり 1き、その'"を櫛描波状紋

あるいは刺突紋と配している. Ull23.1<載•

壺 <,-11• 雄） 短頚壺(9•10)、広""""と矢頚壺（窃）が含まれる. 1• 郎はいづれしカ

キメ調整されているが、このうら働描波状紋を頚部に，，ぐらした'"、.,,器台に伴うものと

思われる．

諒 (30) 頚部から折り返した長い"縁郎をもち．端部は丸い．球体部"底郎までカキメ綱整

を施している．

甕 <1•-1• • 351 u-1• は中甕,3511大甕である。,.,,墳丘盛土アに破砕された状態で出土

し｀一部の破片""道埋J,中1こfお9ーしていた。中甕のうち"縁の端郎flこ,,,術を付Lたもの

(1<•15) と端部に付したもの

(16)とがある,17の日紘部に

は凸帯を付して丸く肥厚させ

ている。頭郎には各2条"

なる沈線を 3帝引き、その間

を櫛描波状紋あるいは刺突文

で埋めている。口径li<9.8c臼．

最大胴部径は94,0,疇である．

土師器 02• 13• 33• 34) 

高杯 (12• 13) 12の杯部は

体部から屈折 L て径,1.1~•

で大きく開く口縁部をもっ.

器面は剥蓄Lているが、内外

面ヘラ磨きのようである・"

の脚部の裾を大きく広げてお

叫端部は丸い．柱部外面は

ヘラケズ9である．

壺 (33) 球形体部を持ち．

頸部の屈折部に沈線を巡らし

ている．

;≫ 

麟 こ＂ 

鉢 (34) 体部から厩折し．

直立する口縁部をもつ。口径

26.J~。全体に磨耗している

か．ヘラ廉き調整していると

O』 20cm 

第公屯I C-l号墳出土須恵器実illl図② (l / 4) 
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第31図 c-1号坦出士須恵器実測図④ (l/6) 

思われる．

C-2号墳

墳丘（第元図）

1号墳の墳丘に接して存在するが、墳丘盛土はなく. I号墳との関係は不明である．

石室（第32図、図阪9-1)

西側に開口する堅穴系の小石室である。奥壁及び側璧は直立する。石材はほとんどが畦化木

を利用している。閉塞は角義を3段積み重ねて行っているが、 1111壁石材がその上に乗っており、

石室構築と閉塞1乍業が同時に行われたと推察される．奥行き蹄~. 奥編--離幅如コである．

出士遺物

皆無である。

C-3号墳

墳丘（第25図）

C-1号墳々丘上に築かれているが．その規模は不明である．

石室（第四図｀図版9-2・3)

径I.Smの円形の掘り方中に築かれた｀北西に開nする単室の小型横穴式石室である．小規

-34-
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楼ながら土室・玄1'1・羨道と●1諫1こ築き上げており、証迅t;,JIJLている．玄室9土奥行さ低""・

饂55~. 天"まで，，高さ邸~である。羨道"底さ4年n、編"100で、遺体"入れ込みにはかなり

ィ刈更であったと思われる．閉憲1士板石を立て．天井との1111!こ詰め石をしていた．石材には娃It

木を多用していた．

111,t遭物

皆無である．

C-4号墳

墳（第立図、図版10-1)

墳丘は東半が全て削られ、特に北側,.,羞によって大きく快られていたが、酒半には標高43.

89me最高所とする墳丘が残されていた．経13m前後の円墳と考えられ、尾根が高まる南側に

は外鯛"'"illがめぐる．
石蓋（第図、図阪10-2)

南北2.2m,東西3.0mの長方形掘り方中に構かれた、酉に1111ロする単室の横穴式石室であ

る。

玄室は奥壁には大振りの鏡石を立てているが．艇壁""石9れ床面からa比•程と．ぃづれも低

A
f一ー ＼

 

＼
 

I 
---」
,om 

第四図 C-4号墳々丘実潤図(!/200) 
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し•• 奥壁は直立L.l.4m" 

ぶさIJ!Lていた．餌璧．＂艮石

上から持ち送,,して •·•·1111

竪が,,.膨らみする体面.Cには

敷fiが散乱して 9・る。玄門9・

ら羨道1こかけて""壁"''字

状に短かく闊く．天片部まで

の高さは釦＇口である．

汲道郎"板状石を立て、天

"との.,に詰め石することに

よって閉塞している。

廷道は石完主軸よリ谷側に

振ってから 5.lm伸びるが．

床面のレベぶま玄至及び羨道

床面が水平である．

出土遺物（第35•36図．図

版16)

出土状況

石室から"鉄器が若干した

にすぎないが、南1111の周i●中

と墳丘盛土中から須恵器がや

やまとまって出土した．特に

第36図ー10---12の小型提瓶は

一話出士品である．

武器（第お図）

鉄鏃 (1~6) 細根鰈(1

• 2)は密着して出士した．

片丸造りの柳葉式である。広

根鏃には方頭斧箭式(3)と定

・角式(4-6)とが含まれる。

鉄製である• 曝内

には把木質が一部付着し．環

周囲には鍔元金具の着痕がみ

鰐 (7)

_＿＿＿＿-』-―-＝＿＿＿
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C-4号墳石室実測図 (1/60)
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訳~

10cm 
巳

第滋図 c-, 号墳Ill士鉄器実i1J図 (J/2)

られる．厚さ約5一である．

工具 (8)

プ』子 茎のみが出土した。把は鹿角であも関部近くで、茎の幅訟...背部厚•-•~-把の幅

1.s~. 復元厚1.lm,

須恵器（第36図）

蓋杯 (1~6) l• 2 の蓋と 5• 6の身"事道轡＋中から出土した。胎土・色調・焼成度は

類似しており互いに対をなすものであろう."径は蓋の1で'°・""・ 身の 5 で,.,~であ,.

身の立ち上りも低い。 3•• の奎は周濤中，，出土品である..は口縁郎が直立し、端部内面に

軽い段部をもっ.p径13.3cm,

高杯 (7) 杯部は底部から僅かに直立して，，ち、直線的に外傾する口縁部へとなる。杯底郎

から脚柱部にかけてはカキメ躙整している。鑑端螂I引僅かに肥厚する．

聰 (8) 頸部から稜をもって大きくlll<P縁節は長く．端部は平坦である．珠体部の孔部は

欠失する．肩部に"沈線1条をはさんで榔刺突紋2帯が巡っている．

平瓶 (9) 口縁部を肥厚させ．端部は丸い。体部に糧いカキメを鮨している。

提瓶 110-12) 口縁部の内外面のみはヨコ十デ調整しているが．体部は.,.デ調整あるいは手

持ちのヘラケズリである• 球形面には壁の剥離面があり、ケズ9痕がその面で鰭切れる事から．

これらの小提瓶"例えば9卜持ち壼や器台の「小Jとして付されていたと考えられる．このこと

-37-
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はl2の球面に付着するWI体の壁のカープか球面と反対に曲ることでも理解される．器高fillが

9.7m 、 l2が,.,~で、 lOはその中間である。焼成"歓質である．

甕 tl3J n径39.&,,の"端部である."綽顕外面に偏平凸帯を1寸している。頚部にliffl撫き

波状紋を広く巡らせ、その問を2段にわたってヨコナデL.波状紋を消している．

三重~.~
ニ 2てエ誌
ご'-!.ff'  

3 

二 ．

。
買""'

＂ 
』

冨

-T。第図 C-4号墳出土須恵器実illl図 (1/3)
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4 D群の調査

調査区内西部の丘駿頂部に 2基"古墳がそれぞ,,独立して占地すがそのm,,,距離1よ象',SOm
であり、南東側の2'}墳が標高S0.4mと高位にある．

D-1号墳

墳丘（第37図．図版12-1)

当古墳群中で完存していた唯一の古墳である。径lS~l-の円項であり、東側属根筋の墳丘

外側に丘尾切断溝が約9m巡っている．

石室（第38図、図版11•l2)

南北4.lm、東西3.3mの長方形掘り方中に築かれた、狭長な損口式石室で．西方向に開"

する。玄室奥壁は直立し、腟石には 1枚の鏡石を用いている。側壁は績積みした膿石を左右各

4枚で築かれ、その上に中小角礫を積んでいを持ち送りは順石より直接内傾させている．天

井は 9枚架構され．その下面は水平で、床面からの高さは1.65mである．床には4~1tbo大の

A

干

10m 

第芍図 D-1号墳々丘実測図 (1/200)
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第38図 D-1・2号Ill石室実潤図 (I/60) 
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角畢が敷かれていが玄門に"狭長な柱状石を1!1いている．この問の天井までの高さは1.45m

と玄室よりぶ口低くなっていがまたこの問の床は一段高まり、その上に閉塞石を置いている．

閉塞,,.,材を 2 段積みし、その上に板状石を立てている• この＆状石と火井や側壁との空間に

は結め石している．玄門外側の掘り方壁との間には 1列の小石材を積み上げている（図版II)。

出土遺物 9第39• 40図、図版16)

出土状況

石室内からは馬具片が僅かに出土したのみであり、

周溝中からは須恵器片が出土した．

馬具（第39図）

鋲留金具 鉄地金銅貼りであり、 1には2鮨所の鰍

が認められ、さらにその中間跛損部にも鋲打ちされ

ていたかとも思われを 1の鋲'"鱗所のみである．

111幅2.8m.厚さ 0.3mである. 2は幅2.Sm、

厚さ 0.3mである．

須恵器（第40図）

こ
こ
。

ー

『・

‘_・E••• 

-

ニー
S叩

第39図 D-1号積出上鉄器

実潤図 (1/2)

一叫竺竺八

ふ-~- ; 攣

旱，

。 ”“ 
第“涸 D-1号墳1l!土須恵器実i111図 (1/3)
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器台(!) 口縁部下端に三角凸帯を貼付し·-"'両蟷を鋭くヨコ十デ調豊している• ロ縁郎

に緯い一条の凸帯を巡らし、｛は部は櫛描波状紋を2段うlく．体郎・い半から底部にかけて．外面

は平行叩きの上を11(1分的にカキメ調整し．，，，面には肯禰波が残っている.Q径35.年．

甕 (2) 口類郎の小輩片であるが．口縁蝠郎の形状や外面調整l'Iの器台と固様である．

不明須恵器 (3) 浅9直状容器の内面から、さらに直立する部分をもった二重容器である．

底面は未調鼈で、焼成It軟質である。外器口径,.,~.

D-2号墳

墳丘（第“図）

羅査の工事で撮減的嬢

裏を受"・ 墳丘規撲を維

躙することさえ不可能で

＼ ロ

/ 
ある。

石室 9第38図、図版12

-2) 

南西方向に開aする績

口式石室であるが．側壁

屡石 1を残すのみである。

石材掘り方から推i111すれ

ば、玄室の奥行きは約2.

4m、幅は約Um前後

かと思われが玄室には

5-1血大の角朧が繋か

れている。玄門幅は0.7

m前後と思われる。床面

レペルは短かい墓道端か

ら玄室奥壁に向って直線的に下向している．

。

10m 

第41図 D-2号績々丘実測國 11/200)

出土遺物

鉄饂（第43図）

ている．

第42図

D-2号墳

出土飲翌実測図

(1/2) 
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N ぉ ゎ り に

数女の"駿,.根.!Jc心ぼ印mlill屈で散"'するとれ群である.84-Ct, CJl}U>各々 •Iヽ石

室を_,_体郎とすも,1t11i83,, あるいはC11}項に 1-t随する．なお、 Al~とBlり1/1'1中"I

にさらに'-'"'""たヽ•I祗注,.充,,考~,.れる．

禎丘の払i兒はいづれの山禎も壊滅的欧壊を受Itてf明であるが．余像話の通例として狐,,方

が深いため、破壊の檄しさ,,.,.,こは比較的良く石室が残っていた。,;・;,、iBllH'複雀の接穴

式石,<.Dl/¼ が堅;';系横u式6宝であった以外Ii全て単室"憤*武<i室であった．なお.D 

2号は横"式石室であった叶能性もある．

Dl号の石室＊面プランは侠長である。奥撻Ji直立し．測血戴カ―・直方形をなャ．宗像地方で

通有の堅大系橘u式""であ,,. 6 世紀~,半に比定されよう．

Al·82•B3•85•Cl•C4 サのり廷覧禎穴式石室の五室平面プランは月形に近い艮

方形で、側壁が中膨らみする例も多い,C1't項々丘い・らは丘道脇で一括埋納された須恵器

群,.発見されたが、これらは6世紀後半のいのである．他のJ●軍積穴式b室を主体部とする古

JJILほぼその時期に築造されたものであろう．

複室，，横1;式石室をもつ8l 号墳Ji調査区~-最晶位に位置ナる．玄宝の大半が跛域されてお

り．出土遺物も貧弱であったが. 6世紀末に楽造され, 1世紀中葉まで追葬されたと考えられ

る．

丘陵尾根上に半独立的に散在十る古填群であったが．時代的変遷をたどることができ．興味

深,.. 闊辺＆墳群の調査が現在宗像市敦育委員会の手によって実施されており、その結果を待

って群構造の解明がなされるものと期待される．

:
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,4, 
石室 玄室長 毅道長 玄室巾 羨 出 t. 遺 物

全民
道 偏 考

右 左 右 左 奥 前 巾 須恵器 埠駿 装具 武器 馬 具 工具

A 1 4.4土 3.5土 不明 0.9 1.0 斥尋l 不明 l.3 受大規け模てない霰る攘と

8 t' U+o. So+• l,4十g ,., 2,9 不明 1.85 I.I 器・甕 篇杯 鏃 加蓋•壺•高杯

2 " 3,0士 3.0士 不明 不明 2,0士 2.0土 o.s土 蓋杯•甕 玉印日 刀・雌 刀子

3 ,.o 2.6 ,., 0,6 o., 1,5 , .. o., 玉耳讚 織・刀 兵鐘胤板鎖・街 刀子 玄痘中央ttl.1

4 l,? 十g 不明 l.6ta: 不朋 不fl 0,6 不閉 不閉 匹中央蠣広がる

5 ,., ,., 2,7 1.7 ,., l.7 1.9 1.0 董杯 玉 鰈 刀子

C 1 5.6 '・' ,., ,., 2,1 1.9 2.0 I.I 柑紐•器・椀台•高杯 惰i•鉢 鏃 玄中央繕は2.3

2 2.5 2,0 1.9 不明 不明 1.0 0.8 不朋

3 2.4 ,., 1.4 0,8 1.2 o., I.I 0,7 
4 3,3 ,., ,., 0,7 1.0 ,., ,., :'・' 嶽杯•高松"' ))・饂 ｝）十 王宴中央は1.81,2 半•甕

D 1 3,2 3.0 2.8 o., ,., 1.1 "' 昌台・甕 曾金凸 玄'"央幅はt.3

',. 紅 釦辻 2.fi士 0.5士 0.5± i.a:t L社 0.7ざ 鮨

箱'穀 ,;≪ 計調表
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